
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 荻窪病院 地域連携 News  2020 年 1 月 ■ 

B
１
手
術
セ
ン
タ
ー
開
設
に
と
も
な
い
、
眼

科
は
「
硝
子
体
手
術
」
を
１
月
よ
り
開
始
い
た

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
概
ね
の
眼
科
疾
患
を
当

院
で
お
受
け
で
き
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。 

黄
斑
上
膜
、
黄
斑
円
孔
、
硝
子
体
出
血
、
糖

尿
病
性
網
膜
症
、
網
膜
剥
離
な
ど
の
手
術
が
必

要
な
患
者
さ
ん
が
い
ら
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。 

「
網
膜
剥
離
は
準
緊
急
に
な
る
た
め
手
術
室

の
空
き
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
他
の
医
療
機

関
で
対
応
で
き
な
い
場
合
な
ど
、
極
力
受
け
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
北
原

眼
科
部
長
。「
黄
斑
上
膜
、
黄
斑
円
孔
は
、
当

院
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ベ

ー
ス
に
糖
尿
病
網
膜
症
が
あ
る
硝
子
体
出
血

で
予
後
不
良
な
場
合
な
ど
は
大
学
病
院
へ
の

紹
介
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
〝
ま
ず
一
度

荻
窪
病
院
で
″
と
開
業
医
の
先
生
に
言
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
地
域
に
開
か
れ
た
眼

科
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。 

硝
子
体
手
術
を
１
月
よ
り
開
始
。
黄
斑
上
膜
、 

黄
斑
円
孔
、
硝
子
体
出
血
な
ど
の
網
膜
硝
子
体
疾
患
の 

患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

術
中
Ｏ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
。 

手
術
の
質
を
上
げ
、
地
域
医
療
に
貢
献 

  

微
鏡
視
野
内
に
乱
視
軸
ガ
イ
ド
を
投
影
し
、

侵
襲
な
く
正
確
な
手
術
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

「
乱
視
用
の
眼
内
レ
ン
ズ
の
適
応
も
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
たiS

te
n

t

を

用
い
た
超
低
侵
襲
緑
内
障
手
術
は
す
で
に
対

応
可
能
で
す
。
白
内
障
手
術
と
同
時
の
場
合

の
み
の
保
険
適
応
で
す
の
で
、
白
内
障
で
、

2
種
以
上
の
緑
内
障
の
点
眼
薬
を
使
用
し

て
い
る
患
者
さ
ん
が
い
ら
し
た
ら
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
１
種
は
減
ら
せ
る
く
ら
い
の
眼

圧
下
降
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」。 

 
 

当
科
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
先
生
方
と
共

に
患
者
さ
ん
の
『
見
え
や
す
さ
』
を
追
求
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
も
手
術
の
質
を
上
げ
て
い
き

た
い
と
話
す
北
原
部
長
。 

「
今
回
、
〈
術
中
Ｏ
Ｃ
Ｔ
〉
を
導
入
し
ま
し

た
。
硝
子
体
出
血
等
で
、
術
前
に
Ｏ
Ｃ
Ｔ
を
施

行
で
き
な
い
場
合
、
術
後
の
Ｏ
Ｃ
Ｔ
に
て
治
療

を
要
す
る
疾
患
が
見
つ
か
る
と
、
再
度
手
術
を

検
討
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
〈
術
中
Ｏ
Ｃ
Ｔ
〉

が
あ
る
と
、
硝
子
体
出
血
を
取
っ
た
後
、
そ
の

場
で
手
術
で
き
る
所
見
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
、
1
回
で
、
よ
り
再
手
術
の
可
能
性
が

少
な
い
手
術
が
で
き
ま
す
」。 

ま
た
白
内
障
手
術
で
乱
視
矯
正
眼
内
レ
ン

ズ
を
よ
り
正
確
に
入
れ
る
た
め
の
〈
乱
視
用
眼

内
レ
ン
ズ
手
術
支
援
シ
ス
テ
ム
〉
も
採
用
。
顕

 Ogikubo Hospital 

Ａ眼科手術用機器 左より、白内障手術システム「センチュリオン」、硝子体手術システム「コ
ンステレーション」、Carl Zeiss 社眼科手術用顕微鏡「RESCAN 700」。手術用顕微鏡には術中 OCT
と乱視用眼内レンズ手術支援システム「CALLISTO eye」を搭載。大学病院レベルの治療が可能に。 

 

Ｂ2019 年 11 月に「Ｂ1手術センター」が開設し、手術室が 2室増設となりました。白内障など
の日帰り手術にも対応できるようリカバリー室を 4室設置しています。 

Ａ 

１
９
９
８
年
日
本
医
科
大
学
卒
業
。
専
門
は
網
膜
硝
子
体
、

斜
視
・
弱
視
。
日
本
眼
科
学
会
眼
科
専
門
医 

 

 北
原 

由
紀
（
き
た
は
ら 

ゆ
き
） 

眼
科
部
長 

 
 

Ｂ 



 

整形外科・脊椎センター医員 

大門 憲史(だいもん けんし) 
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日本整形外科学会認定脊椎脊髄病医 

 

 

内科部長 

中村 雄二(なかむら ゆうじ) 

1993 年慶應義塾大学医学部卒業 

日本内科学会総合内科専門医 

日本消化器病学会消化器病専門医 他 

皮膚科部長/診療部長 

布袋 祐子 
(ふてい ゆうこ） 
 

1992 年慶應義塾大学 

医学部卒業 

日本皮膚科学会認定 

皮膚科専門医 
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〒167-0035 杉並区今川 3-1-24 https://www.ogikubo-hospital.or.jp/ 
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当
院
は
、
小
腸
潰
瘍
や
小
腸
腫
瘍
、
ク
ロ
ー

ン
病
な
ど
の
小
腸
疾
患
が
疑
わ
れ
る
患
者
さ
ん

に
対
す
る
「
小
腸
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
」
を
導
入

し
ま
し
た
。
カ
プ
セ
ル
は
大
き
な
ビ
タ
ミ
ン
剤

程
度
の
大
き
さ
で
（
長
さ
26
㎜
・
直
径
12
㎜
）
、

患
者
さ
ん
の
身
体
に
装
置
し
た
受
信
機
に
約

5
万
枚
の
画
像
を
送
り
ま
す
。
本
番
の
前
に
腸

の
閉
塞
が
な
い
か
パ
テ
ン
シ
ー
カ
プ
セ
ル
（
消

化
管
開
通
性
評
価
用
カ
プ
セ
ル
）
を
飲
ん
で
確

認
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
消
化
器
内
科
外
来
へ
の

ご
紹
介
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  脊
椎
セ
ン
タ
ー 

腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
し
て 

酵
素
注
入
療
法
を
開
始 

  

脊
椎
セ
ン
タ
ー
で
は
、
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ

ア
に
対
し
て
、
コ
ン
ド
リ
ア
ー
ゼ
（
商
品
名
ヘ

ル
ニ
コ
ア
）
注
入
療
法
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

全
身
麻
酔
の
必
要
が
な
く
、
1
～
2
泊
の
短
期

入
院
で
す
み
、
侵
襲
性
が
低
い
の
が
大
き
な
特

色
で
す
。
こ
の
治
療
法
は
18
年
か
ら
日
本
で
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
有
効
性
が
多
数
報
告
さ

れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
ご
紹
介
は
脊
椎
セ
ン
タ

ー
・
大
門
医
師
で
承
り
ま
す
。 

   消
化
器
内
科 

小
腸
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
を
導
入 

  

皮
膚
科
は
19
年
12
月
よ
り
、
即
時
型
ア
レ
ル

ギ
ー
の
プ
リ
ッ
ク
テ
ス
ト
・
ス
ク
ラ
ッ
チ
テ
ス

ト
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
基
本
的
に
は

入
院
管
理
に
て
、
皮
膚
に
食
物
や
薬
剤
な
ど
の
ア

レ
ル
ゲ
ン
を
穿
刺
し
、
反
応
を
診
る
試
験
で
す
。 

プ
リ
ッ
ク
（
点
状
の
小
さ
な
傷
）
で
陰
性
の
場
合
、 

ス
ク
ラ
ッ
チ(

細
い
針
で
つ
け
る
出
血
し
な
い
程
度
の
線
状
の
傷
）、 

皮
内
テ
ス
ト
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
液0

.0
2

ml
を
皮
内
に
注
射
）、 

内
服
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
少
量
ず
つ
内

服
、
摂
取
）
と
、
必
要
に
応
じ
、
負
荷
を
上
げ
て
い

き
ま
す
。 

 

ラ
テ
ッ
ク
ス
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
は
プ
リ

ッ
ク
テ
ス
ト
の
他
、O

n
e
 fin

g
e
r te

st

な
ど
に

よ
る
負
荷
試
験
を
行
い
ま
す
。
ま
た
薬
剤
に
つ

い
て
は
、
即
時
型
ア
レ
ル
ギ
ー
の
薬
疹
（
蕁
麻

疹
、
血
管
性
浮
腫
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
）
の

み
適
応
と
な
り
ま
す
。
該
当
の
患
者
さ
ん
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

皮
膚
科 

即
時
型
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る 

プ
リ
ッ
ク
テ
ス
ト
・ 

ス
ク
ラ
ッ
チ
テ
ス
ト
を
開
始 

   

19 年 10 月より、看護部・志賀正恵看護師が療養支援看護師に着

任しました。「病棟と訪問看護ステーションでの勤務経験を活かし、

在宅退院に向けて患者さんやご家族と関わっていきたいと思います。

家での療養生活に不安を抱く方は多いですが、院内外の様々な職種の

方々とチームでご本人・ご家族を支えていきたいです」と志賀看護師。

病診・病介連携、退院前カンファレンスなどの際は、よろしくお願い

申し上げます。 
地域連携室のＭＳＷと一緒に(左から 2人目） 

療 養 支 援 看 護 師 の ご 紹 介 


